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第
９
回
阿
蘇
市
民
地
域
対
抗
駅
伝

大
会
が
12
月
１
日
、
阿
蘇
市
役
所
を

ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
に
開
か
れ
、
市

内
11
校
区
か
ら
16
チ
ー
ム
、
小
学
生

か
ら
50
代
ま
で
の
総
勢
２
３
５
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
大
会
は
、12
区
間
（
全
長
約
21
㌔
）

の
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
、
レ
ー
ス
中
盤

の
接
戦
を
抜
け
出
し
た
阿
蘇
西
Ａ
チ

ー
ム
が
、初
優
勝
を
手
に
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
沿
道

で
は
選
手
の
力
走
に
盛
ん
な
声
援
が

送
ら
れ
、盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

広
告

優勝した阿蘇西Ａチームの皆さん

1 区 古　　勇介 乙姫 7 区 川上　拓也 阿蘇西Ｂ
2 区 高日　春幸 宮地Ｃ 8 区 小野　伽仁 尾ヶ石
3 区 江藤　清男 碧水 9 区 藏原　彩音 坂梨

4 区
塚本　和寛 宮地Ａ 10 区 甲斐　秀美 波野Ａ
坂田　功志 碧水 11 区 岩永ちあき 宮地Ａ

5 区 高日友紀乃 宮地Ａ 12 区 上田　俊輔 内牧Ａ
6 区 家興　隼斗 山田Ｂ

●区間賞

●最優秀賞　郷良尚（阿蘇西Ａ）
●優 秀 賞　塚本和寛（宮地Ａ）、藏原彩音（坂梨）
●チーム順位　（優　勝）阿蘇西Ａ
　　　　　　　（準優勝）坂梨
　　　　　　　（第３位）宮地Ａ

全国大会出場おめでとう！！

第 93回全国高等学校ラグビー大会
（大阪府、12月 27日～）

●九州学院高校
　石田一貴さん（３年、乙姫小出身）
　石田大河さん（１年、　　〃　　）

第18回全国高等学校日本拳法選抜大会
（大阪府、３月 29日～）

●阿蘇中央高校
　谷口　毅さん（２年、阿蘇中出身）
　市原聖矢さん（２年、波野中出身）
　藤井　治さん（２年、　　〃　　）
　後藤大樹さん（１年、　　〃　　）

第22回全日本大学女子サッカー選手権大会
（兵庫県、12月 25日～）

●武蔵丘短期大学
　橘木友理恵さん（２年、阿蘇北中出身）

第４回女子ユース（U-15）フットサル大会
（三重県、1月 12日～）

●エスペランサ熊本
　島津安里さん（阿蘇中 2年）

City Topics ま ち の 話 題

まちの話題の情報は、総務課秘書広報係（☎ 22-3111）までお寄せください
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波
野
の
旬
の
食
材
を
使

っ
た
家
庭
料
理
が
好
評

の
「
旬
菜
家
庭
料
理
レ
ス

ト
ラ
ン
（
や
す
ら
ぎ
交
流

館
）」
が
オ
ー
プ
ン
２
周

年
を
記
念
し
12
月
１
日
、

関
係
者
や
常
連
客
な
ど
70

人
を
招
待
。
初
企
画
の
バ

イ
キ
ン
グ
で
も
て
な
し
ま

し
た
。

　
バ
イ
キ
ン
グ
に
は
、
里

芋
や
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
の
食

材
を
生
か
し
た
料
理
を
は

じ
め
、
き
ん
ぴ
ら
や
に
し

め
な
ど
約
30
種
類
の
料
理

が
ズ
ラ
リ
と
並
び
ま
し

た
。

　
招
待
客
は
「
同
じ
食
材

で
も
い
ろ
ん
な
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
が
あ
っ
て
す
ご

１． 旬菜レストランの皆さん。毎月、季節感のあ
る料理を提供できるよう工夫し、毎回 50 ～ 60
人が訪れるほどの人気ぶり。

２． 波野の食材を生かしたバリエーション豊富な
料理が並び、招待客は舌鼓を打っていました。

　
地
元
の
事
業
者
３
者
（
㈲
杉
田
建
設
、
㈲

鎌
倉
商
店
、
㈲
阿
蘇
管
理
セ
ン
タ
ー
）
が
11

月
20
日
、
尾
ヶ
石
東
部
小
学
校
へ
登
下
校
時

に
着
用
す
る
安
全
ベ
ス
ト
60
着
を
贈
り
ま
し

た
。

　
こ
の
安
全
ベ
ス
ト
は
、
阿
蘇
警
察
署
赤
水

駐
在
所
の
宇
佐
川
照
孝
警
部
補
が
考
案
し
た

も
の
で
、
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
た
ま
ま
着

用
す
る
こ
と
が
で
き
、
反
射
材
付
き
の
蛍
光

色
の
ベ
ス
ト
が
身
体
を
覆
い
ま
す
。
現
在
、

阿
蘇
西
小
学
校
と
山
田
小
学
校
の
全
児
童
が

着
用
し
て
お
り
、
今
回
、
宇
佐
川
氏
の
働
き

掛
け
に
３
事
業
者
が
協
力
し
た
も
の
で
す
。

　

贈
呈
式
で
㈲

鎌
倉
商
店
の
鎌

倉
吉
孝
社
長

は
、「
ベ
ス
ト
を

着
用
し
て
命
を

大
事
に
し
て
く

だ
さ
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
児
童

は
「
今
ま
で
以

上
に
安
全
に
気

を
付
け
て
登
下

校
し
ま
す
」
と

お
礼
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

安全ベストで安心登下校
地元事業者が尾ヶ石東部小に寄贈

２
・
３
年
生
の
児
童
と
、
上
段
は
鎌
倉
さ
ん

（
右
）、
阿
蘇
管
理
セ
ン
タ
ー
の
松
田
さ
ん
（
左
）
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い
」「
今
回
の
料
理
を
参

考
に
し
て
食
卓
に
も
並
べ

た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
同
レ
ス
ト
ラ
ン
を
企
画

し
た
や
す
ら
ぎ
交
流
館
の

望
月
克
哉
館
長
は
「
お
母

さ
ん
方
が
笑
顔
で
お
客
さ

ん
を
も
て
な
し
、
実
家
に

帰
っ
て
き
た
か
よ
う
な
レ

ス
ト
ラ
ン
の
雰
囲
気
が
良

い
。
次
の
世
代
に
味
や
技

を
伝
承
で
き
る
よ
う
に
お

手
伝
い
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

1

2

愛
情
た
っ
ぷ
り
「
母
の
味
」
で
お
も
て
な
し
！
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第
26
回
全
国
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ

ス
ト
が
11
月
24
日
、
大
阪
府
で
開
か

れ
、
九
州
代
表
チ
ー
ム
の
熊
本
工
業

高
校
と
玉
名
女
子
高
校
が
そ
れ
ぞ
れ

出
場
し
、見
事
金
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
熊
本
工
業
高
に
は
、森
航
さ
ん（
３

年
、
阿
蘇
北
中
出
身
）
と
金
子
瑠
華

さ
ん
（
２
年
、一
の
宮
中
出
身
）
が
、

玉
名
女
子
高
に
は
青
栁
祐
香
さ
ん

（
２
年
、一
の
宮
中
出
身
）が
在
籍
し
、

そ
れ
ぞ
れ
力
を
発
揮
し
受
賞
に
貢
献

し
ま
し
た
。

全国の舞台で堂々の金賞受賞！
第 26回全国マーチングコンテスト

森 航さん
（チューバ）
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金子 瑠華さん
（トロンボーン）

青栁 祐香さん
（トランペット）

　
阿
蘇
中
岳
の
大
噴
火
を
想
定

し
た
火
山
防
災
訓
練
（
阿
蘇
火

山
防
災
会
議
協
議
会
主
催
）
が

12
月
６
日
、
火
口
一
帯
で
行
わ

れ
、
市
や
近
隣
町
村
、
関
係
機

関
な
ど
34
団
体
約
４
０
０
人
が

参
加
。
救
出
、
救
護
の
一
連
の

流
れ
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
噴
火
に
よ
り
負
傷
し
た
観
光

客
を
救
出
し
、
火
口
か
ら
２
㌔

離
れ
た
山
上
ス
キ
ー
場
跡
駐
車

場
で
の
救
護
を
想
定
。
警
察
や

自
衛
隊
、
消
防
な
ど
が
連
携
し

て
、
負
傷
し
た
観
光
客
を
担
架

に
乗
せ
次
々
に
救
出
し
、
応
急

処
置
や
病
院
搬
送
を
行
い
ま
し

た
。

　
今
回
の
訓
練
は
、
火
山
ガ
ス

が
滞
留
し
ガ
ス
マ
ス
ク
を
装
着

し
て
の
訓
練
と
な
り
、
危
険
と

隣
り
合
わ
せ
の
中
、
参
加
者
は

真
剣
な
面
持
ち
で
訓
練
に
臨
み

ま
し
た
。

中岳火口際で、負傷者役の市職員を救出する消防署員

阿
蘇
火
山
の
噴
火
に
備
え
訓
練

火
山
防
災
訓
練

　

西
日
本
シ
ス
テ
ム
建
設
㈱

（
柏
尾
敬
秀
代
表
取
締
役
社
長
、

熊
本
市
）
は
12
月
11
日
、
㈶
阿

蘇
グ
リ
ー
ン
ス
ト
ッ
ク
へ
無
線

機
と
刈
払
機
（
各
10
台
）
を
寄

贈
し
ま
し
た
。

　
同
社
は
、
平
成
16
年
か
ら
社

会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、

阿
蘇
グ
リ
ー
ン
ス
ト
ッ
ク
が
行

う
阿
蘇
地
域
の
野
焼
き
に
参

加
。
来
年
、
会
社
創
立
60
周
年

を
記
念
し
、
野
焼
き
時
に
不
足

し
て
い
る
無
線
機
な
ど
の
機
材

を
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
寄
贈

し
た
も
の
で
す
。

　
市
役
所
で
行
わ
れ
た
寄
贈
式

で
、
柏
尾
社
長
は
「
こ
れ
か
ら

も
野
焼
き
や
輪
地
切
り
に
参
加

し
、
草
原
を
守
る
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

刈
払
機
を
手
わ
た
す
柏
尾
社
長
（
左
）

野焼きに役立てて　　西日本システム建設㈱が機材を寄贈




